
平成２９年度 課題研究

教科（科目） 工業（課題研究） 学科（コース）・学年 電気科・３学年

使用教科書 なし

副教材等 なし

履修単位（時間） ３単位（１０５時間） 履修条件 必修

１．学習目標

○工業の電気に関する課題を設定し、その課題の解決を図る能力や創造性を養い、専門的な知識と技術・技能を身につ

ける。

○グループでテーマを設定し、班員と協力しながら協調性を養う。

○テーマの設定、設計と製作や調査・研究を通して、自ら学び考えて問題を解決する自発性と責任感を身につける。

２．指導の重点

○生徒自らが工業の電気に関するテーマを設定し、計画を立てて製作や調査・研究を行い、結果 を整理・発表するこ

とで創造性を養い、専門的な知識と技術・技能を身につけさせる。

○生徒の個性を伸ばし、自己実現を図る能力と態度を育て、将来の職業に対する意欲を高める。

３．学習の計画

学期 学習内容 学習のねらい 時数 学習活動（評価方法）

１学期 ○各自研究テーマを決め、 ○将来の職業観や自己の生き方をふ ３３ 【計画立案と実践】

４月 グループ分けを行う。 まえて、創造性、独創性を発揮した ①研究テーマ

テーマを考える。 ・テーマに関する情報収

○年次計画の立案を行う。 ○上級生の発表内容や過去の研究項目等 集と各自の役割分担を

５月 を参考にして自分の研究テーマを決 決める

○材料手配、研究、製作を行 める。同時に似たようなテーマ毎に ②計画

う。 グループを組む。 ・年次計画の立案

○グループ毎に研究テーマを絞り、年次 ・概算予算だて

６月 ○資格取得の場合は受験のた 計画を立て、研究・製作を行うことで ・設計手法と内容

めの学習を行い、１学期中 創造性を養い、知識と技術・技能を身 ・工具部品の洗い出し

に試験がある資格について につけさせる。 ・部品発注と入手方法

は受験する。 ○各資格の試験に合格する。 ③研究・製作の実践

７月 ・計画に基づいた実践

・問題の発見と解決方法

（工夫したところ）

・資格取得の学習状況

①～③について多面的に

評価する

２学期 ○研究、製作を進め作品を ○研究を深め、作品を完成させる知 ４５ 【研究・製作の実践】

９月 完成させる。 識と技術および技能を身につけさせ ・計画の進捗状況

○資格取得の場合は学習を進 る。 ・問題の発見と解決方法

１０月 め、受験をする。 （工夫したところ）

１１月 ○資格取得の場合は試験に合格する。 ・資格取得の学習状況

１２月 ・資格の取得状況

について多面的に評価す

る
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３学期 ○発表会を行う。 ○グループ毎に課題研究の成果を発 ２７ 【まとめと発表】

１月 ○課題研究をまとめ論文（レ 表し、下級生にも見学させることで ・プレゼンテーションの

２月 ポート）を作成する。 発表の緊張感を持たせる。 資料と発表の内容

○報告書を作成することでまとめる能力 ・報告書の内容

を養う。 について多面的に評価す

る

４．評価規準と評価方法

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

［評価規準］ ［評価規準］ ［評価規準］ ［評価規準］

工業の電気に関する課題を設 工業の電気に関する課題の 工業の電気に関する課題解決 工業の電気に関する課題解

定し、その解決・改善・向上 解決を目指して自ら思考を の過程で技術を身に付け、環 決の過程で必要な知識を身

を目指し意欲的に取り組むと 深め、適切に判断し、創意 境に配慮し、実際の仕事を合 に付け、現代社会における

ともに、創造的、実践的な態 工夫する能力を身に付けて 理的に計画し、適切に処理す 工業の意義や役割を理解し

度を身に付ける。 いる。 るとともに、その成果を的確 ている。

に表現する。

［評価方法］ ［評価方法］ ［評価方法］ ［評価方法］

しっかりした研究テーマを持 製作過程で問題を発見し、 作品の製作に当たって（回路）課題を解決するための電気回

ち、先生に頼らず自分達で課 解決の方法を選び、適切に 設計を行い、必要な部品を 路やシステムの設計と製作方

題の解決に取組み、報告書を 処理して、問題を解決でき 加工、組立をして完成させ 法、また必要なアルゴリズム

まとめ上げることができた たか。また十分な準備をし るとともに工作機械及びコ とプログラムが理解できた

か。またグループで協力して て発表に臨み、プレゼンテ ンピュータ等の使用技術を か。また資格取得の場合、学

行ったかを多面的に評価す ーションに聴衆を意識した 習得できたかを多面的に評 習を深めることで目的の資

る。 工夫があるかを多面的に評 価する 格取得ができたかを多面的

価する。 に評価する

５．その他（留意すべき点・担当者からの一言）

○３年生当初はまだ習っていない専門的な内容があり、テーマ決めに苦労するので、担当教員からのアドバイスが重要

である。

○資格取得を希望する生徒には意欲の大切さを教え、適宜指導を加える。


